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〜
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜

本
市
議
会
は
、子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
児
童
虐
待
防
止
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
６
月
に
は「
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
ま
ち
宣
言
」を
決
議
し
、令
和
２
年
に
は
全
国
で
議
会
と
し
て
は
初
め

て
、オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
の
支
援
団
体
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す
。今
号
で
は
、今
年
度
の
本
市
議
会
の
児
童
虐
待
防
止
啓
発
活
動
の
主
な
取

組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

虐待には身体的虐待、心理的虐待、ネグレ
クト、性的虐待がありますが、本市では心理
的虐待が約半数を占めており、面前ＤＶが増
えています。
令和3年度の本市における児童相談数は
428人、うち、虐待相談数は294人、その中で
も児童相談所が介入した事案は202人でした。
虐待相談件数が多いのは、保育園、幼稚園、
小学校との連携体制ができており、必要な通
報が適切になされているからです。
家庭支援課には社会福祉士や保健師、保育
士、心理カウンセラーなどを配置し、虐待防
止に向けた様々な取組を行うとともに、子ど
も家庭総合支援拠点として子どもへの相談
支援活動を実施しています。
また、家庭支援課では365日24時間体制で
通報を受理しており、連絡を受けた職員は速
やかに対応し、児童の安全確認を行っていま
す。児童の安全確認ができない場合は、児童

相談所に通告します。
その他家庭支援課事業の
中に、「ペアレントトレーニ
ング」事業があります。子育
て中の保護者が子どもの特
徴・状態・気持ちを理解し、
子どもの様々な行動にどう
対処するのか考えるプログ
ラムに取り組んでいます。

児
童
虐
待
防
止
啓
発
活
動

児童虐待に関する
研修会を実施しました!

議員研修

講師 家庭支援課長

今回の研修やシンポジウ
ムで本市の虐待の現状や子
どもを取り巻く法律等を学
んだため、今後の議員活動に
生かすとともに、子どもがい
きいきと健やかに成長でき
る地域社会を実現できるよ
う、子どもを虐待から守るた
めの普及啓発・相談体制の強
化などあらゆる方策を市に
提言していきます。
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本年6月に改正された児童福祉法について、改正の背景、経緯、改正内
容を共有するとともに、特に子育て世帯に対する市の支援体制強化の課
題や対応について学びました。
この改正により市には妊産婦、子育て世帯、子どもの一体的な支援を
する「こども家庭センター」の設置、支援を必要とする子どもや妊産婦へ
のサポートプランの作成などが位置づけられました。
虐待は予防することが重要で、そのためには民間
を含めた各機関の連携が必要です。また、子ども自
身の権利意識の醸成も大切とのことでした。

子どもの権利擁護を目指す
「2022年児童福祉法改正」についての
シンポジウムに視聴参加しました！

●議員コメント～シンポジウムを視聴して～

研
修
の
主
な
質
疑
応
答

Ｑ　

ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
対
象
者
を
広

げ
る
取
組
は
。

Ａ　

現
在
は
乳
幼
児
期
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て

い
る
が
、学
齢
期
の
保
護
者
も
対
象
と
し
た
い
。

Ｑ　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
己
肯
定
感
を
育
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
が
必
要
。
家
庭
支
援
課
以
外

の
支
援
体
制
は
。

Ａ　

健
康
課
、
児
童
課
担
当
の
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
支
援
し
て
い
る
。

各
機
関
で
異
な
る
支
援
内
容
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
必
要
。

Ｑ　
虐
待
対
応
で
職
員
は
辛
い
思
い
す
る
こ
と
も
あ

る
。
職
員
の
メ
ン
タ
ル
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
は
。

Ａ　

職
員
か
ら
報
告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
面
談

を
実
施
し
、
休
暇
の
取
得
等
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
る
よ
う
声
が
け
し
て
い
る
。

Ｑ　
行
政
と
民
間
団
体
と
の
連
携
は
。

Ａ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
少
な
く
、
連
携
が
少
な
い

こ
と
が
課
題
。

オンライン

子どもの意見表明権、一時保護への司法介入、予
防型支援体制など、今回の法改正は大きな一歩。
『子どもを守る』相談体制が強化されていく中、山
積みの課題に対してはやはり、環境整備が大切で
あり、地域と行政との連携の重要性を痛感した。

児童虐待防止・予防の観点から、ますます地域で
の子どもの居場所支援が大切になるとの講演であ
った。本市では児童館や児童クラブなどがその役
割を担うところが大きく、今後ますますその機能
に併せて人的な充実が必要になると感じた。

法改正によって市が行うべき事業や現場の課題
を学んだ。生まれてすぐの虐待死が増加している
ことは見過ごせず、子どもの権利擁護強化と、子ど
ものころから権利を学ぶ機会を充実させることも
重要だと感じた。

相次ぐ虐待事件を受けて、児童相談所職員は増
員されたものの、ベテラン職員が不足しており、専
門性の蓄積や現場での対応力が課題となってい
る。まずはマンパワーを充実させなければ、悲惨な
虐待事件は減らせないと思う。
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市
で
は
、地
域
に
お
け
る
身
近
な
課
題
を

地
域
の
住
民
の
力
で
解
決
し
、地
域
自
治
の

発
展
に
寄
与
し
て
い
る
自
治
会
の
活
動
に

対
し
て
、活
動
推
進
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
自
治
会
へ
の
加
入
率
は
、全
体
で
約
７

割
程
度
で
推
移
し
て
お
り
、加
入
者
が
増
加

し
て
お
ら
ず
、退
会
者
も
出
て
い
る
。

①　
未
加
入
者
・
退
会
者
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

②　
自
治
会
加
入
促
進
に
向
け
、起
爆
剤
と

な
る
よ
う
な
取
組
は
。

③　
自
治
会
長
・
町
内
会
長
の
な
り
手
不
足

を
解
消
す
る
た
め
の
行
政
と
し
て
の
提
案

は
。

④　
自
治
会
組
織
を
再
編
成
し
、ス
リ
ム
化

す
る
考
え
は
。ま
た
、地
域
通
貨
な
ど
地
元

行
事
へ
の
参
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
。

①　
自
治
会
に
対
す
る
加
入
メ
リ
ッ
ト
等

の
知
識
不
足
、役
員
等
の
負
担
が
主
な
原
因

と
捉
え
て
い
る
。

②　
全
国
的
に
も
模
索
途
中
で
あ
る
。自
治

会
活
動
、メ
リ
ッ
ト
を
記
載
し
た
チ
ラ
シ
を

転
入
者
に
配
布
す
る
な
ど
、地
域
自
治
会
の

活
動
を
支
援
し
て
い
く
。

③　
先
進
事
例
の
紹
介
な
ど
、自
治
会
長
の

負
担
軽
減
や
自
治
会
の
実
情
に
合
わ
せ
た

取
組
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

④　
市
が
画
一
的
に
組
織
の
再
編
成
、ス
リ

ム
化
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。ま
た
、

地
域
通
貨
な
ど
の
予
定
は
な
い
が
、参
考
事

例
が
あ
れ
ば
自
治
会
に
紹
介
し
て
い
く
。

■
出
生
率
及
び
こ
ど
も
家
庭
庁
に
つ
い
て

総務

大
野
　
厚
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

自
治
会
の
加
入
率
及
び
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
13
人

質
問
36
項
目

総
務
部
長

そ
の
他
の
質
問
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災
害
時
に
市
民
の
大
切
な
命
を
守
り
災

害
に
正
し
く
備
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

一
人
ひ
と
り
の
家
族
構
成
や
生
活
環
境
に

合
わ
せ
て
、い
つ
、誰
が
、何
を
す
る
の
か

を
あ
ら
か
じ
め
時
系
列
で
整
理
し
た
防
災

行
動
計
画
で
あ
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の

導
入
と
普
及
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
出
前
講
座
や
総
合
防
災
訓

練
に
取
り
入
れ
、周
知
啓
発
す
る
考
え
は
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
避
難
時
の
判
断

力
を
養
い
、自
ら
の
命
を
守
る
行
動
に
導
く

た
め
に
有
効
と
認
識
し
て
い
る
。自
主
防
災

会
が
主
体
で
開
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
お
い
て
、近
所
の
方
々
と
一
緒
に
作
成
す

る
こ
と
で
、居
住
地
域
の
手
作
り
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
で
き
あ
が
り
、避
難
す
る
際
に
声

を
掛
け
合
う
こ
と
に
繋
が
る
。ま
た
、要
配

慮
者
に
対
す
る
避
難
行
動
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
に
つ
い
て
も
、地
域
で
話
し
合
う
こ
と
で

地
域
の
課
題
解
決
に
繋
が
る
と
考
え
て
お

り
、今
後
も
防
災
の
啓
発
・
普
及
に
努
め
る
。

■
気
象
庁
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
力

の
強
化
に
つ
い
て

■
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に
つ
い
て

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
防
災
情
報
の
発

信
に
つ
い
て

■
市
民
に
寄
り
添
っ
た
防
災
情
報
の
発
信

に
つ
い
て

総務

井
上
　
一
男
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ど
ん
な
視
点
で
市
民
と
の
対
話
集
会
に
臨
む
か

現
在
の
財
政
状
況
改
善
の
対
策
と
し
て

公
共
施
設
の
統
廃
合
と
適
正
な
水
準
の
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
際
、協
働
と
共
有
の

視
点
、多
世
代
協
働
、施
設
評
価
と
地
域
評

価
の
３
つ
の
視
点
を
参
考
に
、ど
の
様
に
市

民
と
の
対
話
集
会
に
臨
む
か
。

①　
本
市
は「
産
・
学
・
民
」、特
に
産
の
商

工
会
と
ど
の
様
に
連
携
・
協
働
を
考
え
る

か
。ま
た
、具
体
的
に
公
共
施
設
を
ど
の
様

に
再
整
備
す
る
か
。

②　
ど
の
様
に
多
世
代
と
の
対
話
集
会
を

行
い
、地
域
住
民
に
と
っ
て
公
共
施
設
の
在

り
方
が
ど
う
な
っ
た
ら
良
い
か
。

③　
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
。

④　
対
話
集
会
で
聴
い
た
市
民
の
声
を
令

和
８
年
度
に
制
定
を
目
指
す
北
名
古
屋
市

基
本
条
例
に
ど
う
反
映
す
る
か
。

①　
商
工
会
と
連
携
し
、ア
イ
デ
ア
や
意
見

を
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、西
図
書
館
跡
地

を
活
用
し
た（
仮
称
）多
機
能
型
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
を
市
民
と
の
共
創
に
よ
り
整
備

す
る
。

②　
高
齢
者
を
始
め
、子
育
て
世
代
、児
童

や
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し
、動
画
配
信
な
ど

効
果
的
な
方
法
を
工
夫
す
る
。公
共
施
設

は
、広
く
市
民
と
議
論
し
、単
な
る
総
量
縮

減
に
と
ど
ま
ら
な
い
愛
着
を
持
た
れ
る
も

の
に
し
た
い
。

③　
時
機
を
見
て
判
断
す
る
。

④　
住
民
自
治
型
の
基
本
条
例
の
制
定
に

際
し
、市
民
の
声
は
大
い
に
参
考
に
す
る
。

■「
ハ
ー
ド
」と「
ソ
フ
ト
」を
抑
制
す
る
優

先
順
位

そ
の
他
の
質
問

市
長

さ
い
と
う
　
裕
美
（
公
明
党
）

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
の
大
切
さ
と
普
及
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

防
災
交
通
課
長

防災環境

国土交通省ホームページより
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更
年
期
の
心
身
の
不
調
は
、当
事
者
だ
け

で
な
く
、職
場
や
家
庭
な
ど
社
会
全
体
が
、

正
し
い
知
識
や
理
解
を
深
め
る
事
が
重
要

で
あ
る
。

①　
女
性
・
男
性
そ
れ
ぞ
れ
の
更
年
期
に
つ

い
て
の
健
康
課
題
へ
の
認
識
は
。

②　
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
更
年
期
に
関

す
る
取
組
は
。

③　
更
年
期
に
関
す
る
知
識
の
普
及
、更
年

期
症
状
・
障
害
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
た
取

組
は
。

④　
更
年
期
に
関
す
る
健
康
相
談
や
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
見
直
し
、更
年
期
障
害
を

予
防
す
る
取
組
は
。ま
た
、３
月
の
女
性
の

健
康
週
間
の
取
組
は
。

①　
男
女
問
わ
ず
、身
体
的
な
症
状
や
精
神

症
状
に
よ
り
、日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

状
態
と
な
り
、社
会
損
失
に
も
つ
な
が
り
か

ね
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

②　
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
で
、更
年
期
の

症
状
や
対
処
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

③　
女
性
の
健
康
増
進
と
し
て
、乳
が
ん
検

診
時
に
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
男
女
の
更
年
期
の
情
報
を
掲

載
し
、周
知
を
図
る
。

④　
先
進
地
の
取
組
を
参
考
に
し
、情
報
収

集
を
行
い
研
究
し
て
い
く
。ま
た
、女
性
の

健
康
週
間
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、L

Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
周
知
を
図
る
。

■
デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手
帳「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ

Ｄ
」の
利
用
に
つ
い
て

市民健康

上
野
　
雅
美
（
立
憲
民
主
党
）

更
年
期
に
対
す
る
理
解
促
進
と
支
援
に
つ
い
て

健
康
課
長

そ
の
他
の
質
問

今
年
４
月
に
奈
良
県
で
起
き
た
視
覚
障

害
者
の
踏
切
事
故
を
受
け
、国
土
交
通
省
は

道
路
の
移
動
等
円
滑
化
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
改
定
し
た
。本
市
も
、駅
周
辺
や

踏
切
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る
な
ど
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

①　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
は
、ど
の
よ
う

な
計
画
・
内
容
で
実
施
し
て
い
る
か
。

②　
徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
前
と
踏
切
周
辺

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
、鉄
道
会
社

や
愛
知
県
等
に
働
き
か
け
る
考
え
は
。

③　
他
の
踏
切
も
含
め
て
、ど
の
よ
う
な
取

組
で
市
全
体
の
一
層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
し
て
い
く
考
え
か
。

④　
踏
切
の
拡
幅
や
歩
行
者
用
踏
切
を
新

設
す
る
考
え
は
。

①　
分
野
ご
と
の
計
画
で
、バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
必
要
性
等
を
位
置
付
け
て
お
り
、各
個

別
の
事
業
ご
と
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
及
び

維
持
、修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

②　
現
時
点
で
導
入
で
き
る
安
全
対
策
な

ど
に
つ
い
て
、協
議
を
行
い
た
い
。

③　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
道
路
改
良

工
事
に
併
せ
て
整
備
を
進
め
る
。

④　
鉄
道
の
高
架
化
に
よ
り
踏
切
を
除
却

す
る
こ
と
が
最
善
の
解
決
法
と
考
え
る
が
、

先
進
事
例
の
研
究
を
進
め
る
。

■
保
育
園
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
・
抗
原
検
査
を

■
学
校
で
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
頻
回

検
査
の
実
施
を

渡
邉
　
麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

徳
重
・
名
古
屋
芸
大
駅
前
と
踏
切
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

徳重・名古屋芸大駅

そ
の
他
の
質
問

都
市
整
備
課
長

建設
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現
在
、合
瀬
川
堤
防
の
遊
歩
道
は
、片
場

大
橋
か
ら
小
牧
市
境
ま
で
整
備
さ
れ
て
お

り
、市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、ま
た
車
の

騒
音
も
あ
ま
り
な
く
、健
康
の
た
め
、早
朝
・

夜
間
も
多
く
の
方
が
散
歩
さ
れ
て
い
る
。一

部
区
間
に
は
防
犯
灯
等
も
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、遊
歩
道
自
体
が
暗
く
あ
ま
り
効
果
が

な
い
た
め
、堤
防
上
に
常
夜
灯
等
防
犯
灯
の

設
置
や
本
数
を
増
や
し
、安
心
し
て
散
歩
で

き
る
よ
う
整
備
す
る
考
え
は
。ま
た
、設
置

に
あ
た
り
堤
防
に
は
桜
の
木
が
植
栽
さ
れ

て
お
り
、ど
の
よ
う
な
形
態
で
の
整
備
を
考

え
る
か
。

一
部
区
間
に
は
防
犯
灯
を
設
置
し
て
い

る
箇
所
も
あ
る
が
、大
部
分
は
未
設
置
で
あ

り
、暗
い
箇
所
も
多
く
あ
る
。市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
、安
心
し
て
散
歩
で
き
る
よ
う

防
犯
灯
の
設
置
に
向
け
、河
川
管
理
者
で
あ

る
愛
知
県
と
の
協
議
を
進
め
る
。

ま
た
、防
犯
灯
は
、フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
な
ど

足
元
を
照
ら
す
も
の
を
含
め
検
討
す
る
。

■
現
在
の
空
家
の
状
況
・
対
策
に
つ
い
て

■
空
家
に
関
す
る
基
礎
デ
ー
タ
に
つ
い
て

■
空
家
等
に
関
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て

■
都
市
計
画
道
路
師
勝
環
状
線
に
つ
い
て

防
災
教
育
は
、万
が
一
の
時
に
子
ど
も
達

が
協
力
し
あ
い
、自
身
の
大
切
な
命
を
守
り

生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を
愛
す
る
心
を
育
む

教
育
で
あ
る
。学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
に

お
い
て
、地
図
を
使
っ
て
防
災
対
策
を
検
討

す
る
訓
練
で
あ
る
Ｄ
Ｉ
Ｇ（
災
害
図
上
演

習
）は
、有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。道
徳
・
防

災
教
育
の
一
環
と
し
て
、小
学
校
単
位
で
子

ど
も
達
が
主
役
に
な
り
、自
身
の
通
学
路
を

教
職
員
、行
政
職
員
、町
内
会
の
大
人
と
と

も
に
地
域
を
探
求
し
て
子
ど
も
の
目
線
で

災
害
時
危
険
に
な
り
そ
う
な
場
所
を
独
自

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
作
成
す
る
こ

と
は
、災
害
に
備
え
地
域
の
人
の
繋
が
り
の

大
切
さ
を
改
め
て
認
識
で
き
る
。本
市
の
現

時
点
で
の
防
災
教
育
の
考
え
は
。ま
た
、市

内
小
・
中
学
校
で
の
防
災
教
育
に
お
け
る
温

度
差
を
ど
う
埋
め
る
か
。

日
頃
か
ら
学
校
、家
庭
、地
域
、行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
を
話
し
合
い
、体

制
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
、子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
方
た
ち
が
、

防
災
知
識
を
身
に
つ
け
な
が
ら
互
い
に
助

け
合
い
、共
に
ま
ち
を
守
っ
て
い
く
防
災
意

識
の
醸
成
に
向
け
た
防
災
教
育
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
く
。学
校
間
の
温
度
差
に
つ

い
て
は
、先
進
事
例
を
参
考
に
検
証
し
、で

き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
く
。

■
教
育
長
の
辞
職
に
つ
い
て

■
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

■
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
取
組
に
つ
い
て

小
村
　
貴
司
（
日
本
維
新
の
会
・
福
祉
の
会
）

防
災
教
育
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

防
災
交
通
課
長

防災環境

防災教室

熊
澤
　
真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

合
瀬
川
遊
歩
道
の
防
犯
灯
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

防
災
交
通
課
長

防災環境

合瀬川
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教育

清
水
　
晃
治
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

今
後
の
水
泳
授
業
と
プ
ー
ル
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

一
部
の
小
中
学
校
で
は
、水
泳
授
業
の
環

境
と
質
の
向
上
、老
朽
化
に
伴
う
代
替
施
設

と
し
て
、試
験
的
に
民
間
の
温
水
プ
ー
ル
施

設
を
活
用
し
て
い
る
。更
な
る
民
間
施
設
の

活
用
と
学
校
施
設
を
可
動
式
上
屋
プ
ー
ル

に
改
修
統
合
す
る
こ
と
で
行
政
コ
ス
ト
を

削
減
し
つ
つ
、夏
季
期
間
を
開
放
す
れ
ば
、

ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
の
役
割
を
残
し
、市
民
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
、向
上
に
つ
な
が
る
。

①　
民
間
活
用
の
水
泳
授
業
を
市
内
の
学

校
へ
ど
う
展
開
し
て
い
く
考
え
か
。

②　
統
廃
合
を
含
め
、今
後
の
プ
ー
ル
施
設

の
改
修
計
画
は
。

①　
現
在
は
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
修
繕

見
送
り
の
た
め
の
代
替
施
設
と
し
て
民
間

プ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
る
。質
の
向
上
と
し

て
の
活
用
は
、学
校
現
場
の
声
を
聴
き
、優

先
す
べ
き
課
題
で
あ
れ
ば
他
の
方
策
も
含

め
検
討
す
る
。

②　
水
泳
授
業
の
た
め
の
環
境
整
備
は
必

要
で
あ
る
が
、新
た
な
屋
外
プ
ー
ル
を
造
る

時
代
で
は
な
い
と
考
え
る
。既
存
施
設
を
継

続
使
用
し
な
が
ら
、修
繕
か
民
間
施
設
の
活

用
を
判
断
す
る
と
と
も
に
、長
期
的
な
視
点

に
た
ち
、複
数
校
の
利
用
に
つ
い
て
行
財
政

改
革
と
教
育
の
両
面
か
ら
最
適
な
方
策
を

検
討
す
る
。ま
た
、プ
ー
ル
施
設
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、教
育
委
員
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
考

え
を
聞
い
て
い
く
。

■
学
校
区
の
課
題
に
つ
い
て

■
水
泳
授
業
の
民
間
活
用
の
効
果
に
つ
い

て そ
の
他
の
質
問

市
長

中学校プール

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
今
後
40
年
以
内
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
〜
９
級
の
地
震
が
発

生
す
る
確
率
が
90
％
程
度
と
い
わ
れ
、ま
た

近
年
は
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
水
害
が
激
甚

化
・
頻
発
化
し
て
い
る
。

平
成
29
年
第
３
回
定
例
会
に
お
け
る
防

災
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
に
対
し

「
配
布
啓
発
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
大

切
」と
答
弁
さ
れ
て
か
ら
５
年
経
つ
が
未
だ

に
防
災
ブ
ッ
ク
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

近
年
、住
民
の
避
難
行
動
を
促
す
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
後
押
し
す
る
自

治
体
が
増
え
お
り
、地
域
防
災
力
向
上
に
向

け
、防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
が
、当
局
の
見
解

は
。３

月
に
全
戸
配
布
し
た「
北
名
古
屋
市
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
必
要
な
避
難
情
報
を
掲

載
し
て
い
る
。

自
主
防
災
会
な
ど
で
、そ
の
地
域
の
特
性

に
合
っ
た
独
自
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

す
る
こ
と
が
、地
域
一
帯
の
絆
も
生
ま
れ
、

よ
り
効
果
的
で
あ
り
、マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
も
同
時
に
作
成
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、

自
主
防
災
会
単
位
で
の
防
災
講
話
な
ど
で

啓
発
し
て
い
く
。

■
狭
あ
い
道
路
解
消
の
取
組
に
つ
い
て

■
狭
あ
い
道
路
エ
リ
ア
内
の
災
害
時
対
応

に
つ
い
て つ

る
た
　
り
え
（
公
明
党
）

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
必
要
性
と
作
成
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

防
災
交
通
課
長

防災環境

防災訓練
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「
電
話
を
何
回
か
け
て
も
繋
が
ら
な
い
」

「
や
っ
と
繋
が
っ
た
が
予
約
が
い
っ
ぱ
い
で

取
れ
な
い
」な
ど
、健
康
診
査
・
が
ん
検
診

の
集
団
健
診
を
予
約
し
た
市
民
か
ら
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。受
診
を
諦
め
て
し
ま
う
方
や

た
め
ら
う
方
も
い
た
の
で
は
。

市
民
が
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
、ま
た
医

療
費
抑
制
の
面
か
ら
も
、健
康
診
査
等
が
早

期
に
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
べ
き
で

あ
る
。ま
た
、オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
の
整
備
や
、

予
約
枠
の
拡
充
も
必
要
と
考
え
る
。

①　
予
約
の
電
話
が
繋
が
り
に
く
い
要
因

は
。

②　
予
約
が
す
ぐ
一
杯
に
な
る
要
因
は
。

③　
こ
れ
ら
の
課
題
を
ど
う
考
え
る
か
。

①　
急
遽
委
託
事
業
者
が
変
更
と
な
り
健

診
日
程
が
従
来
よ
り
大
幅
に
減
少
し
た
た

め
と
考
え
る
。

②　
日
程
の
縮
小
に
伴
い
同
時
期
に
受
診

申
し
込
み
が
集
中
し
た
こ
と
、コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
定
員
を
８
割
程
度
に
し
た
た
め
と
考

え
て
い
る
。

③　
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
は
、健
診
の
種
類
が

多
く
シ
ス
テ
ム
構
築
が
困
難
。財
政
的
な
問

題
も
あ
り
容
易
で
は
な
い
が
、近
隣
市
町

等
、情
報
収
集
し
研
究
し
て
い
く
。

今
後
は
集
団
健
診
の
受
診
枠
を
で
き
る

だ
け
確
保
し
つ
つ
、個
別
健
診
を
検
討
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
を
図
っ
て
い
く
。ま

た
、個
別
健
診
の
受
診
を
機
に
、身
近
な
か

か
り
つ
け
医
制
度
の
定
着
を
図
り
た
い
。

市民健康

川
渕
　
康
宏
（
日
本
共
産
党
）

健
康
診
査
が
早
期
に
受
け
ら
れ
る
環
境
を

健
康
課
長

健康ドーム

福祉「
状
態
が
変
わ
ら
な
い
の
に
要
介
護
度
が

下
が
っ
た
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
中
に

は
要
介
護
３
か
ら
１
に
下
が
っ
た
事
例
も
。

①　
状
態
が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
な
ぜ
２
ラ
ン
ク
も
下
が
る
の
か
。

②　
立
会
人
の
説
明
が
認
定
調
査
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
。

③　
主
治
医
意
見
書
が
認
定
調
査
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
。

④　
調
査
員
の
ス
キ
ル
の
差
が
審
査
に
良
く

な
い
影
響
を
与
え
て
い
な
い
か
。

⑤　
給
付
を
抑
制
す
る
た
め
に
不
当
に
厳
し

く
審
査
さ
れ
て
い
る
の
で
は
。

⑥　
判
定
が
下
が
っ
た
こ
と
で
の
区
分
変
更

申
請
・
不
服
申
立
件
数
と
そ
の
結
果
は
。

⑦　
結
果
か
ら
分
析
さ
れ
る
課
題
等
は
。

①　
状
態
等
に
変
化
が
な
け
れ
ば
要
介
護
度

が
２
ラ
ン
ク
下
が
る
こ
と
は
な
い
。
生
活
状

況
等
に
よ
り
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
、

判
定
が
下
が
る
事
例
は
あ
る
。

②　
本
人
か
ら
正
し
く
聞
き
取
れ
な
い
場

合
、
立
会
人
に
聞
き
取
り
反
映
し
て
い
る
。

③　
認
定
調
査
結
果
と
主
治
医
意
見
書
に
基

づ
き
、
審
査
判
定
が
さ
れ
て
い
る
。

④　
経
験
年
数
に
よ
る
差
を
生
じ
な
い
よ
う

平
準
化
に
努
め
て
い
る
。

⑤　
不
当
な
審
査
は
し
て
い
な
い
。

⑥　
令
和
３
年
度
の
区
分
変
更
申
請
は
22

件
、
う
ち
16
件
は
判
定
が
上
が
っ
て
い
る
。

⑦　
継
続
的
に
調
査
員
ス
キ
ル
の
平
準
化
に

努
め
、
引
き
続
き
丁
寧
か
つ
真
摯
に
、
寄
り

添
う
対
応
を
し
て
い
く
。

伊
藤
　
大
輔
（
立
憲
民
主
党
）

公
正
で
利
用
者
が
納
得
で
き
る
要
介
護
認
定
を

福
祉
部
次
長

13 議会だより Vol.83



総務

阿
部
　
武
史
（
無
会
派
）

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て

つじぽん つじぷぅ

総
務
部
長

協
働
に
つ
い
て
は
、期
待
し
て
い
た
よ
う

な
想
い
や
役
割
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、改
め
て
再
考
す

る
時
期
に
来
て
い
る
。近
年
、新
た
に
共
創

と
い
う
概
念
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
自
治
体
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る

が
、共
創
の
本
質
は
協
働
と
重
な
る
部
分
も

多
く
、こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。今
後
、共
創
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。ま
た
、主
体
と
な

る
当
事
者
の
信
頼
性
や
継
続
性
の
問
題
に

つ
い
て
、具
体
的
な
市
民
の
共
創
に
よ
る
活

動
の
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
の
考
え

は
。「

共
創
」と
は
、産
官
学
民
の
多
様
な
主

体
が
目
標
設
定
の
段
階
か
ら
対
話
や
連
携

体
制
を
構
築
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
や
価
値

観
の
も
と
、多
方
面
か
ら
意
見
を
出
し
合
い

な
が
ら
新
た
な
ま
ち
の
魅
力
や
地
域
の
価

値
を
共
に
作
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
と
考
え

て
い
る
。課
題
と
し
て
は
、ま
ず
ま
ち
づ
く

り
に
か
か
わ
る
人
材
の
育
成
、発
掘
が
重
要

と
考
え
る
。人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
行
う
と

と
も
に
、共
創
の
拠
点
と
な
る
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
。ま
た
、団
体
が
継
続

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、伴
走
型
の
支
援
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。

■
市
民
協
働
事
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
■
地
域
活
動
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応

に
つ
い
て

福祉産
後
ケ
ア
は
出
産
後
１
年
以
内
の
女
性
と

乳
児
が
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
な
場
合
に
受
け
る
事
が
で
き
る
支
援
で
あ

る
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
家
庭
の
み
に

任
せ
る
の
で
は
な
く
、
生
活
し
て
い
る
地
域

で
様
々
な
関
係
機
関
や
人
が
支
援
し
、
孤
立

を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
背
景
か
ら

そ
の
重
要
性
が
増
す
大
切
な
事
業
で
あ
る
と

考
え
る
。
産
後
ケ
ア
に
つ
い
て
は
宿
泊
型
、

訪
問
型
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
の
３
つ
が
そ

ろ
っ
て
初
め
て
適
切
な
支
援
を
受
け
る
事
が

で
き
る
と
考
え
る
。

①　

本
市
の
実
施
状
況
は
。

②　

実
施
し
て
い
く
中
で
の
課
題
は
。

③　

産
後
ケ
ア
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

は
。

①　

訪
問
型
は
平
成
30
年
度
か
ら
開
始
し

た
が
、
現
在
は
助
産
師
が
全
世
帯
に
電
話

連
絡
し
相
談
を
行
う
産
後
マ
マ
コ
ー
ル
の

開
始
に
よ
り
、
利
用
が
な
い
。
ま
た
宿
泊

型
は
令
和
３
年
度
１
名
の
利
用
で
あ
る
。

②　

宿
泊
型
は
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
不
調

を
抱
え
て
い
る
方
は
、
受
け
入
れ
先
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
。
市
の
補
助
が

あ
る
が
、
自
己
負
担
も
あ
り
経
済
的
負
担

が
生
じ
る
。

③　

医
療
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
必

要
な
方
が
利
用
で
き
る
体
制
を
整
え
、
母

親
へ
の
心
理
的
支
援
や
具
体
的
な
育
児
指

導
等
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
産
後
ヘ
ル

パ
ー
事
業
な
ど
の
活
用
、
育
児
相
談
等
の

紹
介
に
よ
り
寄
り
添
い
型
の
支
援
を
す

る
。

■
里
親
制
度
の
周
知
啓
発
に
つ
い
て

ひ
ろ
た
　
幸
治
（
日
本
維
新
の
会
・
福
祉
の
会
）

産
後
ケ
ア
の
課
題
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

保
健
セ
ン
タ
ー
長

市民協働マスコット
「北名古屋家のツツジきょうだい」
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注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通信機器のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集し掲載しているもので、その内容は北名古屋市
議会とは関係ありません。

利用方法
１ 右の二次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイ
ロ」と検索して、アプリをダウンロードしてください。

２ インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行って
ください。

表紙紹介

ios版 Android版

議会だよりがアプリで読めます

　アハ体験と「視覚的補完によって身の周りのものが猫に見えている」とい
う状況を組み合わせた『ニャハ体験』という映像を制作しました。
　アハ体験とは何かのきっかけでこれまで理解できなかったことが突然理
解できたり、閃いたりする体験のことで、アハとは「なるほど」、「へぇ～」と
いう意味です。また視覚的補完とは対応する視覚情報が一部欠損しているのにも関わらず、そ
れを補い欠損がない場合と同等の視覚内容を生じる視覚系の働きのことです。
　「猫かと思ったらビニール袋だった」という見間違いから着想を得ました。

日下 海碧さん（名古屋芸術大学）

　令和４年第３回臨時会が７月
２１日に招集され、右記の議案
を審議し、原案のとおり可決し
ました。

令和４年度北名古屋市一般会計補正予算（第３
号）について

令和4年第3回臨時会報告
議案第62号

本会議・委員会開催日（P.16定例会の予定参照）
に、市役所東庁舎４階東エレベーター前で傍聴受付
を行います。
傍聴の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始

３０分前からとなります。
傍聴の際は、検温、手指消毒、マスクの着用等、新

型コロナウイルス感染症拡大防止にご協力ください。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着10名となり、途中での入退場は出来ませんのでご了承ください。
本会議場第１委員会室

「ニャハ体験」
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名
古
屋
市
熊
之
庄
御
榊
60
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話
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TEL0568-22-1111　

FAX／
0568-23-3140

令和４年第4回定例会の予定

vol.83（
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vol.83（
2022. 11）

編 集 後 記

≪皆様の声をお聞かせください≫
議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

私たち市議会は、令和元年６月２６日に「子どもを虐待から守るまち宣言」を全会
一致で決議して以来、児童虐待防止啓発活動や研修などに取り組んできました。
今回、市議会ではZoomで児童虐待に関するシンポジウムに参加し、関係する法律
や各現場の実情などを学びました。また、家庭支援課から本市の現状や現場での取組
について伺いました。
こうした研修を受け、それぞれの議員が様々な視点から課題や問題に向き合うこと
ができ、「地域・行政・議会」の三つの力が改めて重要であることを痛感しました。
今後も私たち市議会は、様々な意見を出し合い、児童虐待防止の啓発に取り組んで
まいりますので、皆さまのお力添えをお願いいたします。
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